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を行った38例の CT像を検討してみると， plainCT 
Kて lowdensityを示すものが28例（74；？－，；＂）と多 数を
占めていた。ヨード過敏症のみられた2例を除く 36例
Iζ CE CTを行ったが， positiveCEのものが29例（81
%）みられた 内訳は mixedCEが17例（47%）と
最も多く，次いで ringCE 7例（19%),homogeneous 




た completedstroke 113例の CT像を経時的に検討
してみると， plainCTでは発症早期の isodensityの
時期を経て徐々に lowdensity lζ移行した.CE-CT 
では約70%1C.positive CTがみられ，発症後 2Wよ
り 3Wの聞に maximumCTを示し約2ヶ月で CE
が消失した． また CE-CT像を4型（encephalitis
type, tumor type, abscess type, hematoma type〕に
分類することができたが， ζのうち tumortype, 
abscess typeのものは supratentorialgliomaで多く
みられた， mixed CE, ring CEと CT像が類似して
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=4例， subclavianendarterectomy= 1例， carotid
thromboendarterectomy= 4例， STA-MCA anasto-
mosis= 6例〉を施行した.3名の死亡（ 1名は endar-
terectomy後心筋硬塞， 1名は anastomosis後高血





























































例：ACA3/4, IC 215, MCA 3’9と ACAが特IC悪
術前 Gradeと死亡例： GradeI～Oil, Grade I～ 
1/ 4,Grade III～1/5, Grade IV～5/7, Grade V～1/1. 
と GradeIV以上の成績が極めて悪い．死亡原因は，
multiple例1例， spasmによると恩われるもの2例，






























































































Asygos ACAは， 両側 A2部が胎生期IC癒合した










我々は昭和54年6月末までに， 21症例の distalACA 
aneurysm を経験し，その中の 4症例が azygos
ACA aneurysmであった．全例が rupturedaneurysm 
であり， 2例が multiplecaseであった．発生部位
は， distal end 3例 （pericallosalA 分岐部l例，









































































scan lζて左迂回槽lζhighdensityがあり， fourvessel 
studyで左前下小脳動脈末梢部IC動脈癌が発見され






んどが内耳孔付近で， internalauditory artery (I. A. 
A.）を分岐する部位lζ発生したものである．その症状
はクモ膜下出血で発症するとともに，聴力障害，耳鳴
及び顔面神経7 ヒを併うものが多い．手術は，I.A. A. 






で完全に動脈痛は消失し，かっ A I.C. A.の末梢部の
血流が保たれているのが確認され，更に術前の聴力障
害も改善し，理想的な手術をしえたものと思われた．








































































high density area として，又石灰化や器質化した







































処置も肝要であり， follow-upStudy (CT, Angio）の
必要を強調した．































































































ないし opercularportionから feedingされ， insula
の posteriorlimiting sulcusの部IC.中心を持ち，





moperforating arteryをfeederとし， inferiorstriate 
veinを介して basalvein of Rosenthall乙，また尾状























常なく， CTでは鞍上部iζroundhigh density sha-









































からの出血は極めてまれであり， pineal apoplexy に
ついては， 1976年 Apuzzoらの最初の報告がある．我



































































































































































して， onepiece shunt (by Dr. A. J. Raimondi）が
考案された．従来の shunt手術例と， onepiece shunt 
例との比較においては，再建率の低い事，機能不全の
要因である，シャントの disconnection及び先端部閉
塞のいずれの場合も onepiece shunt にその発生率
の低下を認めた．感染率についても同様であった．シ
















































































を置いて閉頭している 更に術後， 4～5日間 tarso・
















lζは尿量が正常＇ c復した． ζの聞の尿量はtotal24500 
ml，輸液量は 23540ml, 投与した水溶性ピトレッシ
ンは1770単位にも及んだ． 血清 Naは130mEg/l，血























noma 3例， intrasellar adenoma 11例， 視力障害を
伴う suprasellarextension を示す adenoma2例で
ある．
術前の GH基礎値は 13.5～918ng/mlで， 16例中
15例（93.8%）が術後の GH基礎値は 5.Ong/ml以
下になった.GH下降の不充分な 1例は， nasophary-




れた例は6例で， microadenomaの2例， intrasellar 
adenomaの1例と macroadenomaの1例計4例は術





















































right tamporo-occipital area IC high dens massを





























































dermoid l例を経験した．第 4脳室， suprasellar
region, corpus callosum，および左側脳室 epidermoid




epidermoid では H.U. 80～100 と非常に低い low
densityの niveau形成を認めた．コレステリン結晶
内容物による lowdensityでであった．第4脳室 der-
mo idは H.U.-13～10の lowdensity areaの周囲の
一部に H.U.50～140の highdensity noduleを認め
た．腫蕩との境界はほぼ鮮明であったが， subependy-
ma! tumor growthを認めた側脳室 epidermoidでは
















































































後頭査寓疾患への approachとして， subtemporal 















































































































































管写， CT-scam等の諸検査により Itoccipital region 
の脳腫場と診断し， 3月1日腫蕩刻出術を施行した．























































arachnoid cyst と思われるもの12例， porencephaly 
と恩われるもの2例の14例を経験し，うち 9例lζ手術
を行なった．術前，術後』ζCT施行し得た arachnoid






















fluid collectionを経験したが， ζのうち． くも膜褒
腫と診断し手術的ICζれを確認したのは16例である．
さて，これらの例について，臨床的検討ならびに被膜
上下面の組織学的検討を加え下記のどとき興味ある知
見をえた．
1）従来， くも膜I腫は小児lζ多いとされていたが
20才以上の成人例も16例中8例（50%）にみられ比較
的高頻度であった．
2〕中頭蓋窓lζ最も頻度が高かったが，前頭都や後
頭蓋寓lζも比較的多くみられた．すなわち，とれらは
CT検査から，本症の頻度，好発部位，好発年令が従
来の報告と異なってくる可能性を示していると考えら
れた．
3）従来の本症に特徴的なものとされていた頭部単
純写，脳血管写での所見はすべて決定的なものとは言
えないようであった．
4）原発性のものの成因について被膜の組織学的検
討から，正常くも膜にみられる minorintra-arachnoid 
cystと関係があり ζれが何らかの因子で増大し ara・
chnoid cyst となる可能性があるのではないかと考え
られた．
